




 

 PMD 患者は、思春期になると大半の者に頑癬が発症する。当病棟でも、昭和

48 年以降の頑癬癖の発症率の変化を調べたところ(図 1)のように、50 年から急

に増え 51 年夏には男子患者の 40%も発症が見られた。そこで、頑癬発症の誘因

を調べ対策を立て、良い結果を見たので報告する。 

 まず、月別発症分布では、雨期と夏期に多かった。これは、高い湿度と発汗

が多い事によると思われる。又、これらの頑癬発症が、PMD 特有の問題なのか、

あるいは、看護上の問題なのかを知るため、PMD とほぼ共通した 10 才～29 才の

男子で同じ機能障害を有すると考えられる重心病棟との比較を行なって見た。

(図 2)のように発症率は重心が 29人中 6人で 21%、筋ジスが 33人中 24人で 73%

であった。次に年令別発症率では、思春期に相当する 11 才～15 才の間に多く

見られた。 


